
群馬工業高等専門学校　2009 年度シラバス　8000520004MM/20090503

( 科目コード：8000520004MM)

【改訂】第 1 版（2009-02-16）
【科目】応用物理 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・4 年次
【担当教員】

小林 晋平

【授業目標・教育方針】
大学教養レベルの電磁気学・電磁波の理解．

【授業概要】
真空中・物質中の電磁場に関する電磁気学の基礎理論を講義する．またベクトル解析を用い，マクスウェル l 方程式
と電磁波についても講義する．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：電磁気学 初めて学ぶ人のために：砂川 重信：培風館：978-4563022372
参考書：物理入門コース 3 電磁気学 I：長岡 洋介：岩波書店：978-4000076432
参考書：物理入門コース 4 電磁気学 II：長岡 洋介：岩波書店：978-4000076449
参考書：物理入門コース / 演習 2 例解 電磁気学演習：長岡 洋介，丹慶 勝市：岩波書店：978-4000077927
参考書：電磁気学 新しい視点に立って I：V. D. バーガー , M.G. オルソン：培風館：978-4563022020
参考書：電磁気学 新しい視点に立って II：V. D. バーガー , M.G. オルソン：培風館：978-4563022037

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学

【メッセージ】
習得の難しい物理学の中でも，電磁気学は数学上の難しさもあって習得に困難を感じる学生が特に多い学問である．
復習を中心に，地道な学習に努めて欲しい．また一人では解決できない疑問点を納得できないまま放置せず，その都
度早め早めに質問すること．

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%
［後期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力
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【授業計画】（授業名：応用物理 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 8 回 静電場 ・クーロンの法則
・近接相互作用と電場
・ガウスの法則
・静電ポテンシャル
・コンデンサー
・誘電体

第 9 回～第 12 回 定常電流 ・電流
・オームの法則
・抵抗
・キルヒホッフの法則

第 13 回～第 18 回 電流と磁場 ・静磁場
・ビオ・サバールの法則
・磁場から受ける力
・磁性体
・電荷保存則と変位電流

第 19 回～第 21 回 電磁誘導 ・ファラデーの電磁誘導の法則とその応用
第 22 回～第 25 回 準定常電流 ・過渡現象

・導体中の変位電流
・インダクタンス
・交流回路

第 26 回～第 30 回 電磁波 ・ベクトル解析
・マクスウェル方程式
・電磁波
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